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平
成
25
年
６
月
に
成
立
し
た
障
害
者
差
別

解
消
法
が
い
よ
い
よ
本
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
国

は
昨
年
２
月
に
基
本
指
針
を
作
成
、
こ
れ
を

受
け
て
北
海
道
は
北
海
道
職
員
対
応
要
領

「
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
よ
り
よ
い
対
応
が

で
き
る
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
更
に
国
は
、
福
祉
事
業
者
向
け
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
「
福
祉
分
野
に
お
け
る
事
業
者
が

講
ず
べ
き
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消

す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
対
応
指
針
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
の
正
式
名
称
は
「
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
で
、「
差
別
の
禁
止
」
だ
け
で
な
く
、「
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
視
点
か
ら
地
域

全
体
で
差
別
を
解
消
し
て
い
く
と
い
う
発
想

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
差
別
の
類
型
を
２
つ
示
し

て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
等
の
権
利
侵
害
の
禁
止
」、
つ
ま
り

直
接
的
な
差
別
の
禁
上
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
ま
す
。
直
接
的
な
差
別
と
は
、例
え
ば「
障

が
い
の
あ
る
人
は
店
に
立
ち
入
り
禁
止
」
と

い
っ
た
よ
う
な
障
が
い
を
理
由
と
し
た
い
わ

れ
の
な
い
差
別
の
こ
と
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
条
文
に
は
「
社
会
的
障
壁
の

除
去
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
、
権
利
侵
害
の
防

止
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人

に
対
し
て
、
社
会
の
側
の
受
け
入
れ
が
十
分

で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
の
が
「
社
会

的
障
壁
」
で
す
。
差
別
解
消
法
で
は
こ
の
社

会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
「
必
要
か
つ

合
理
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
合
理
的
な
配
慮

を
し
な
い
こ
と
」も
差
別
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
的
な
施
設
等
に
お
い
て
、
車
椅
子
利

用
や
知
的
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
入

場
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
１
つ
目

の
差
別
に
抵
触
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
「
障
が

い
が
あ
っ
て
も
入
場
す
る
こ
と
は
か
ま
い
ま

せ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
、
入
り
口
に
段
差
が

あ
り
、
簡
易
ス
ロ
ー
プ
や
職
員
の
介
助
等
の

配
慮
（
合
理
的
配
慮
）
を
申
し
出
て
も
対
応

し
て
く
れ
な
い
、
こ
れ
が
２
つ
目
の
抵
触
に

該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
合
理
的
配
慮
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
公
共
的
な
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
障
が
い
の
な
い

人
と
実
質
的
な
平
等
を
得
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
合
理
的
配
慮
は
、
障

が
い
者
の
生
き
に
く
さ
に
対
応
す
る
だ
け
で

な
く
、
一
般
の
人
達
の
便
利
さ
や
快
適
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
は
、
初
め
は
お
年
寄
り

の
た
め
の
も
の
で
し
た
。
今
は
け
が
を
し
た

人
や
障
が
い
者
、
妊
娠
中
の
女
性
に
も
利
用

対
象
が
広
が
り
、
多
く
の
人
た
ち
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。

　
合
理
的
配
慮
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
達

に
対
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
が
、
障
が
い
者
の
差

別
を
解
消
し
社
会
参
加
を
推
進
す
る
の
み
に

止
ま
ら
ず
、
社
会
全
体
の
価
値
観
や
慣
習
を

根
底
か
ら
変
え
て
い
く
た
め
の
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　�

　

『
社
会
福
祉
法
人
な
よ
ろ

陽
だ
ま
り
の
会
』

設
立
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
な
よ
ろ　

陽
だ
ま
り
の
会　

理
事
長
　
尾
谷
　
和
久

　
私
ど
も
は
、

平
成
19
年
３
月

よ
り
活
動
し
て

参
り
ま
し
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

名
寄
心
と
手
を

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
等
の
解
消
を
め
ざ
し
て

胆
振
圏
域
障
が
い
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

る
ぴ
な
す　

セ
ン
タ
ー
長　

小
林
　
繁
市
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つ
な
ぐ
育
成
会
」
事
業
所
「
陽
だ
ま
り
」
を
、
平
成

26
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
解
散
し
、
よ
り
一
層

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
営
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
新
た
に「
社

会
福
祉
法
人
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会
」
と
し
認
可
を

受
け
、
事
業
所
「
陽
だ
ま
り
」
の
運
営
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　「
名
寄
心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
別
組
織
で
あ
り
育
成
会
を
解
散
し
た
わ
け
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。社
会
福
祉
法
人
と
な
り
ま
し
て
も
、

育
成
会
は
支
え
る
側
と
し
て
、
よ
り
一
層
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
育
成
会
は
今
年
で
53
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
名
寄
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
と
し
て
昭
和
38
年

７
月
に
設
立
さ
れ
、昭
和
57
年
４
月
に
は「
職
親
会
」

（
現
在
「
な
よ
ろ
地
方
職
親
会
」）
を
設
立
。
翌
58

年
11
月
に
は
「
親
の
会
」
に
「
母
親
部
会
」
が
発
足
、

名
寄
市
特
殊
学
級
の
支
援
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
３
年
に
は
「
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
名
寄
丘
の

上
学
園
（
社
会
福
祉
法
人
名
寄
み
ど
り
の
郷
）」
を

設
立
。
平
成
９
年
５
月
「
地
域
共
同
作
業
所
陽
だ
ま

り
（
現
在
、
社
会
福
祉
法
人
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会

陽
だ
ま
り
）」
を
開
設
。
平
成
10
年
４
月
26
日
「
な

よ
ろ
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
か
ら
、「
名
寄
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
」
に
改
名
。
平
成
14
年
９
月
、「
本
人

部
会
発
足
」（
現
在
、「
本
人
部
会
実
行
委
員
会
」）。

平
成
19
年
「
名
寄
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
か
ら
、「
名

寄
心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
に
改
名
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
格
を
取
得
し
、
事
業
所
「
陽
だ
ま
り
」
を
運
営
。

育
成
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
別
組
織
と
し
運
営
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
過
去
に
２
つ
の
社
会
福
祉
法
人
を
立
ち
上
げ
る
事

が
出
来
た
の
は
、
育
成
会
の
先
人
達
が
築
き
上
げ
た

確
か
な
理
念
と
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
変
わ
ら
ず
、
地
域
の
社
会
福
祉
活
動
に
貢

献
す
べ
く
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　�

　

平
成
28
年
度 

厚
労
省
障
害
保
健
福
祉
部

予
算
案
の
概
要
固
ま
る

　
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
28
年
度
予
算
案
の
概
要
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
障
害
保
健
福
祉
部
関
係
の
予

算
案
は
１
兆
６
，
３
７
５
億
円
で
昨
年
度
の
予
算
額

の
比
較
で
は
、
８
８
０
億
円
（
５
・
７
％
）
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
紙
面
の
都
合
で
、
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
主
な
施
策
】

※
括
弧
内
の
金
額
は
〔
27
年
度
当
初
予
算
額
〕

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
地
域
生
活
支
援
等

・
良
質
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保

９
，
７
０
１
億
円
〔
９
，
３
３
０
億
円
〕

　
障
害
児
・
者
が
地
域
や
住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら

す
た
め
に
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

確
保
す
る
。

・
地
域
に
お
け
る
障
害
児
支
援
の
推
進

　
　

�

１
，
４
５
８
億
円
（
う
ち
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

関
係
費
は
１
，
３
９
５
億
円
）

　
　

�〔
１
，
１
２
０
億
円
（
う
ち
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
関
係
費
は
１
，
０
５
５
億
円
）〕

・�

障
害
児
・
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
基
盤
整
備�

７
０
億
円
〔
２
６
億
円
〕

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
む
け
て
障
害
児
・
者

が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支

援
事
業
等
を
行
う
日
中
活
動
系
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
児

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
の
障
害
児
支
援
の

拠
点
と
な
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
や

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
た
め
の
小
規
模
な
形
態

に
よ
る
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

・�

障
害
児
・
障
害
者
へ
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の

提
供�

２
，
３
０
１
億
円
〔
２
，
２
３
４
億
円
〕

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等

１
，
６
０
３
億
円
〔
１
，
５
５
７
億
円
〕

・�

障
害
児
・
障
害
者
虐
待
防
止
な
ど
に
関
す
る
総
合

的
な
施
策
の
推
進

　

①
障
害
者
虐
待
防
止
の
推
進

　

地
域
生
活
支
援
事
業
（
４
６
４
億
円
）
の
内
数

　

②�

障
害
児
・
障
害
者
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
に
関
す

る
人
材
養
成
の
推
進
【
一
部
新
規
】

１
４
百
万
円
〔
３
・
８
百
万
円
〕

■�

障
害
児
・
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援

等
・
障
害
者
自
立
支
援
機
器
の
開
発
の
促
進

　
【
一
部
新
規
】�

１
・６
億
円
〔
１
億
円
〕

・
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
の
推
進
【
一
部
新
規
】

１
・５
億
円
〔
１
・３
億
円
〕

・
障
害
児
・
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進

２
７
億
円
〔
２
５
億
円
〕

■
発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
の
支
援
施
策
の
推
進

２
・０
億
円
〔
１
・４
億
円
〕
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今
後
の
予
定

３
月
23
日
㈬　

・
道
育
成
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　

於
：
か
で
る
２
・
７

７
月
30
日
㈯　

・
第
61
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　

～　
　
　
　

全
道
大
会
・
旭
川
大
会

　
　

31
日
㈰　
　

於
：
旭
川
市
民
文
化
会
館
他

＊
地
域
生
活
支
援
事
業
計
上
分
を
除
く

・�
発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
の
地
域
支
援
機
能
の

強
化
地
域
生
活
支
援
事
業（
４
６
４
億
円
）の
内
数

　
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
の
一
貫
し
た
発
達
障

害
に
係
る
支
援
体
制
の
整
備
や
、
困
難
ケ
ー
ス
へ
の

対
応
、
適
切
な
医
療
の
提
供
に
資
す
る
た
め
、
地
域

の
中
核
で
あ
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
発

達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
市
町

村
や
事
業
所
等
へ
の
支
援
、
医
療
機
関
と
の
連
携
強

化
を
図
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
ペ
ア

レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
通
じ
た
家
族
支
援
体
制

の
整
備
や
発
達
障
害
特
有
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル

の
導
入
を
促
進
す
る
研
修
等
を
実
施
す
る
。

・�

発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
の
支
援
手
法
の
開
発

や
支
援
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
な
ど

　

①�

支
援
手
法
の
開
発
、人
材
の
育
成【
一
部
新
規
】

１
・
３
億
円
〔
０
・
７
億
円
〕

　

②
発
達
障
害
に
関
す
る
理
解
の
促
進【
一
部
拡
充
】

５
３
百
万
円
〔
５
０
百
万
円
〕

■
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

１
０
・９
億
円
〔
１
０
・９
億
円
〕

＊
地
域
生
活
支
援
事
業
計
上
分
を
除
く

・
工
賃
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進

２
・３
億
円
〔
２
・８
億
円
〕

・
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

７
・５
億
円
〔
８
・１
億
円
〕

　
就
業
に
伴
う
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
障

害
者
に
対
し
、
窓
口
で
の
相
談
や
職
場
・
家
庭
訪
問

等
に
よ
る
生
活
面
の
支
援
な
ど
を
実
施
す
る
。ま
た
、

就
労
継
続
支
援
事
業
の
利
用
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移

行
や
、
加
齢
や
重
度
化
に
よ
る
一
般
就
労
か
ら
就
労

継
続
支
援
事
業
の
利
用
へ
の
移
行
な
ど
障
害
者
の
能

力
に
応
じ
た
就
労
の
場
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
を
行
う
。

・
農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
就
農
促
進
【
新
規
】

１
・１
億
円
〔
－
〕

　
農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
、
障
害

者
の
職
域
拡
大
や
収
入
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
の
担
い
手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
た
め
、
障
害
者

就
労
施
設
へ
の
農
業
の
専
門
家
の
派
遣
、
農
業
に
取

り
組
む
障
害
者
就
労
施
設
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

等
の
支
援
を
実
施
す
る
。

　�

　

知
的
障
が
い
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の

ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
タ
ー

養
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催
!!

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
新
た
な
人
材

育
成
に
向
け
て
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
（
紛
争
解

決
者
）
養
成
セ
ミ
ナ
ー
（
基
礎
コ
ー
ス
）
を
開
催
し

ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　

時
　
平
成
28
年
３
月
13
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
17
時

会　

場
　
石
狩
市
民
プ
ー
ル
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
Ａ

主
催
者
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Panda-J

共　

催
　
石
狩
市
・
石
狩
市
自
立
支
援
協
議
会

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
狩
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　
　
　
Ｐ
＆
Ａ
い
し
か
り

参
加
費
　
無
料
（
定
員
１
０
０
名
）

講　

師
　
・
堀
江
ま
ゆ
み
氏（
白
梅
学
園
大
学
教
授
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Panda-J
　
代
表

　
　
　
　
・
野
沢
和
弘
氏
（�

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Panda-J

　
副
代
表

　
　
　
　
・
中
田
雅
久
氏
（�

弁
護
士
・
多
摩
Ｔ
Ｓ
ネ

ッ
ト
）

第
１
講
義
　�「
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
タ
ー
の
目
指
す
も

の
」

第
２
講
座
　「
問
題
行
動
」「
触
法
障
が
い
者
の
理
解
」

第
３
講
座
　「
い
ざ
と
い
う
時
の
対
処
方
法
」

第
４
講
座
　�「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」　
事
例
検
討
と
今

後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

問
合
せ
先
　
Ｐ
＆
Ａ
い
し
か
り
事
務
局

　
　【
携
帯
０
９
０
―
１
７
６
５
―
１
１
６
６
金
子
】

28
年
度
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力�

�

開
発
校
入
学
生
の
追
加
募
集（
随
時
）中

受
付
期
間
　
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮
～

　
　
　
　
　
平
成
28
年
４
月
11
日
㈪

募
集
訓
練
科
　�

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
建
築
デ
ザ
イ
ン

科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
機

械
科
・
総
合
実
務
家（
各
科
若
干
名
）

問
合
せ
先
　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
　
　
　
℡
０
１
２
５
―
５
２
―
２
７
７
４
㈹

お
知
ら
せ
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